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　藷薪鯨；は，野寮絹糸と鐵蚕鍋糸との染色雌にっいて各　　　から乾燥した。天蚕絹糸及び家蚕絹糸の溶解物の：鰍は，

郡属の染料にっいて比較研究を行って来た1）2）：）・i）。　　　　　夫々13％及び19％であつた。

　Lacus等鴨止絹フaブロでソについてアミノ酸分析を　　　　2一実験方法

行つて，Antheraea属の絹フaブ1＝イソは．　Bombix　mDri　　　使∫IJした建染染料の名称と化紫槽造は次の様なもので

の絹フィブrインよりも塩1劃生アミノ酸の含有燈が極め　　　あるo

て多いと報告している。酸性染料及び塩蕪性染料の染蒲　　　　a・Mikethrene　Blue　RS（G・1・No・1106）

機構が央々絹フaブ1コイソ中の塩塞性アミノ酸及び酸性　　　　　　　　　　O

比較を行つた結果について報告する。染色法としては，　　　　　　　　　　　　o

IN法及びバット酸法を用いた。そしてIN法及びバヅ
職法共隊寮絹糸のrVfが天蚕室牒よりも吸」轍が大で　　b・Mikethren・Blacl・　BBN（C・1・N。・10Jf　Cj）

轡灘料、N法によ繍目糸及び　鰐〉一ぐ甲

　　　　天蚕絹糸の染色性の比較　　　　　　　　　　　　　　　NT’12　　　　　NIIL）

鱗染料醐、、て絹灘を鞭す翻禽イ・ジ・及　G・Miさeth「eneB「i11’gnt　Vtr°let　2R（G・　「・N°・11°‘）

びイ〃・撚料のめ鰯ア，。カリ性のW元灘よつ　d・Mikethrene　Brilllant　Pink　R（a・1・N°・1211）

て，よく翫さ煽い染料は繍註染法噂じて輔醐　　　｝’la　　°Ils

鷺撫郷饗鷺騰1錨蕩　　恥o贈》一ぐ9
リ性を必要とするものにおいては・強アルカリ耐して　　，．Mit。i　T。，。1。dig。2B

衡鱒騰鵬澱窺　
　1－A　実験試料及び実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　B「　　　　　　B『
　1－－M・料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f・Mikethrene　Grey　3B

天蚕絹糸試料及び家蚕絹糸試料は次の方法によつて精　　9・Miketh・ene　B・illi・nt　G・een　FFB

製したものを用いた。すなわち，天蚕絹糸では27デ＝　　　　h，M1kethrene　Yellow　GCN

一ルのものを，又家i蚕絹糸では21デニールのものを，　　　　上記染料を試料に対して5％を用い，少鼓のエタノー

｛L5％アムモニア水溶液30倍蟹によつて，5時間煮沸を　　　ルとグリセリソを加えて糊状となし，苛性ソーダ（30°

行い，その間に2圓アムモニア水をとりかえて，温揚で　　　B6）及び水を加えて所要貴（1t50）となし，還元剤と

溶解物を除ぎ，それを水洗して最後に蒸溜水で洗瀞して　　　してハイドロサルファイト。コソク（ナトリウム・ハイ
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ドロサルファイト）の粉末を添加して60°Cにて還元を　　　一ダ及びナトリウム・ハイドFよサルツァfFとに」：つて

行い，45～50°Cにおいて30分間染色を行った。染色に　　　還元し，ルーコ化合物（Leuco　c⊂♪mpound）のソーダ塊

おいては助剤としてペレ7クスNB少量と試料に対し　　　として，染偽されるもので匪，るが，バッ1・酸法（Vat　ac1d

8°％の芒硝を加えた・　　　　　　　　procegs）　V・おいてをよ，鯉蝶米糖還ラ，：1した襖，アノレY、．I」

染触茜液轍化分散灘よつて分散La），ス野　性ル～1撒酬臓糠1辮の徽1撫。．1、、・，，て沖和

フーT一ル’フォトメータ“”一によつて比曲廻i圭した。尚酸化　　　して遊離のルー．　：1化合物イビ塩じさせるのであるが，実際

分散には次の様な組成の液を用いた。　　　　　　　　　　にはアルカリ性ルーeLl化合物と酸性ルr－・＝化合物との中

　　　5％卵白溶液　　　　　　500部　　　　　　　　　　　問の段階の化合物が存在していゐと考えられる7）。　この

　　　過酸化水素水（30％）　　1〔1部　　　　　　　　　　よう｝こ酸／lt，t17L・　・一一・　．，化合物にすると繊維に対して親利力の

　　　背性・ソーダ（30QBり　　　1〔〕部　　　　　　　　　　乏しい・K’ヅト酸に変化するのであるが，これほ水に木淋

　　　ペレ・クスNB　　ユo部　　　　　性励陛、るから灘甑蓋1こじ易し・ので鯉、i醐な保i伽・・イ

　」’・一一’・B　実験結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド3ζは分散剤を加ft・　“C微紬な劉2イド状熊に保縛すれば

　比色驚量により第1表の様な結畢を得た。　　　　　　　染飽に用いることが出来る．

　　　　Table　l　AdSorption　of　Vat　Clyes　　　　　　　　　パット酸は次の様にパットi駿アニオソを生じ，酸性染
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N…5　　してv・M…cの堀翻蝶と浴給するものと考えられている。

〃　5　　　　　11－一・A　案験’試料及び爽験方法

　　　　　　　1一試料
〃　1

　　　　　　　（1）とllミ財瑛な試料を本爽験に月ヨいたo

〃．5　　　　2一契験方濯ミ

　　　　　　　使用染料及び蟄蝕浴の組成は第2嚢に示す通りであ
’ノ　2

　　　　　　る。染料をエタノール及び分散剤（分散剤としてはベレ

”　1　　　ックスNBが最も麿効である）a）によつて糊状となし，

”2　　　Tabl・2C。mp・・iti。。。f　Dyeb，th

”　6　　　　　　　　　Dye　and　agent　　　　　　　1

糠験…、、・。齢、た。ツ．。。，。．。。，、，．－l　M、、。、T。y、、n、、9。，B　彫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・ ﾌフィルターの透過波長は次の通つである。　　　　　　　Mikethrene　Grey　3B　　　　　　i

　　　N・・1…………63Q　t43mpt・，　　　　　　Mik・thren・Brill・nt・G，een・FFB；

　　　〃　2…………650：ヒ34’ノ　　　　　　　　　　　　　Mikethene　Brillant　Pink　R

　　　”5……51°±34　’t　　　　　Eth・n・1（％）　　　！5
　　　〃　　6・・。…　‘・・…　像80：ヒ45〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pelex　ma　（　1　；　10）　　（％）　　　　　　　10

上嚥の瀬謙嫁蚕繍喋獺騒を繊する　Emal　’　“1°＊（1‘1°）（％）　2°

・隷嚇麟料に駅懸春1繍が繍翻，1撒．1鑑（、，．／1）1’1
糸よりも大きく・趨絹糸隊蚕融の゜・4－…倍で　Wa…　（・・m・・）　1，。
ある・又染料蠣類によつて吸羅に非常セ・差莇るの　R・p・・ti・…mp・・a…e（・C）　1　60
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嫡染料の構造及雌質鴫もの蹴らazる・　　’．『轍漏：，。．藤；廓蔽菰痛」－

　IIバツト酸法による家蚕絹糸及び天蚕絹糸　　　　　（本突験に用いた染料の化学孝臓は（1）と同じである。）

　　　の染色性の比較　　　　　　　30・B備性，一ダ及びハイド。サル。。朴．。ソク

普通の建染染料による染魯鄭いてv＊，染料蛸性ソ　の粉末勧暁て60°cにて還元した諺詮に還元した後
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に，苛性ソー一ダX部に対して2．2X部の氷酪酸を加えて　　　が存在して，之が絹繊維の塩藁性誌との結合機構につい

中和し，pH　7附近において55°Cで30分間染色を行つ　　　ては奥に研究したい。

た。染色後は（1）と同様な方法によつて酸化分敬を行い，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要
スツーフmル・ツーh・トメ・・一／Xを一H－一用いて比色定嶽な行つ

た，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建染染料の数種を用いて，IN法及びパット酸法によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ℃家i蚕絹糸と天i蚕絹糸の染色性を比較したoこの研究

II喫験結果　　　　　　　　　　において次a）！」S一が認められだ。

パ・職染灘よる鰍蘇はfas　3　geに肘通りであ　　1．　IN法による染色性の比1難おい・ごは，家蚕絹糸

るが，ス野フ・ル・フo・・トメ陶タ・”用フィル・’Mの透　の方が天蚕絹糸より吸ノ蝋が大きい．又染料の種類tlc　」

過光線の瀕は（1）に示す通りである・　　　　つて，吸尽率に騰嵯がある。

Tab1e　3　Adsorption　of　dyes　with　Vat　acid　process　　　　2。バツト酸法による染臨性の比較においても，家i蚕

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　1　　　　　　　絹糸の吸尽率は天蚕絹糸に上ヒして概して大ぎい。
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